
不規則抗体検査では、溶血性輸血反応を引き起こす赤血球抗体（臨床的意義のある抗体）を検出し、同定す

ることが最も重要な目的である。臨床的意義のある抗体を保有している患者への輸血は、対応抗原陰性の赤

血球製剤を選択する必要がある。したがって「赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドライン」や「輸血のた

めの検査マニュアル」に準じた、適切な検査方法で検査を実施することは安全な輸血医療を行う上で大変重

要となる。本セッションでは、不規則抗体陽性の症例を提示し、消去法を含めた抗体同定までの流れと臨床

への報告について、会場の皆さんと一緒に考えたい。（連絡先：0952-34-3257）

不規則抗体検査で困った！
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